
あづま球場のスコアボードが、
来年春には、文字や絵などが
全てフルカラーで自由に表せ
るLED方式に改修されます。ま
た、スピードガン表示施設もで
きます。野球観戦がいっそう楽
しくなりますね。

ガンなど様々な疾患の早期発
見・診断を行うため、医大病院
に最先端画像装置2台が、この
秋頃に導入されます。このうち
の1台─陽電子放射断層撮影
（PET）と磁気共鳴画像装置
（MRI）が一体となった装置の
導入は、国内初。PET・MRI一
体型装置は、撮影画像が鮮明
で、ガンのほか、心臓や脳、肝臓
など様々な部位の疾患の検査
に活用されます。
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　早いもので昨年の東日本大震
災から２度目の夏─福島市の酷
暑の中で、仮設住宅では、まだ
まだ数多くの方が避難生活をし
ておられます。県外に避難中の
方々も10万人を超えています。
この先行きの見えない不安の中
で不自由なくらしに耐えておら
れる方々にあらためて心からお
見舞い申し上げます。
　今、福島県民が一番求めてい
るものは何でしょうか。─「安心」
です。政治や行政、国や県から
守られているという安心感を欲
しています。そして、小さな子ど
もを持つ親、とりわけ母親が、
一歩一歩、確実な心身の安心を
得ることが、福島復興への大き
な第一歩となるはずです。
　昨年は、大震災と原発事故の
直撃、その対応など、経験のな
い場面にたびたび直面し、迅速

で的確な判断ができないことも
しばしばあり、ご迷惑をおかけ
したことをあらためてお詫び申
し上げます。しかし、この一年
間で大変多くの経験をし、デー
タを蓄積し、何をなすべきかが
はっきりしてきました。解決して
いない難題・課題も、もちろん
たくさんありますが、出来るこ
とを一つ一つ実行することで福
島は必ず復興へ向かい、前進す
るものと私は確信しております。
　昨年秋の県議選、「あんたに
たのんだぞい！」と目に涙をいっ
ぱいにして私の手をあたたかく
握ってくれたおばあちゃんの期
待は、県民の皆様の期待でもあ
ると肝に銘じております。
　あのおばあちゃんの涙を忘れ
ず、真の安心をもたらす復興を
実現するために一層努力してま
いります。

各々の地区の説明を受け、賠償
や県の制度の活用について説明。
また、情報交換を密に行い、案
件個別の対応にも協力したい。
また新しい発想での提案も大い
に期待している。
────────────

4月17日～ 19日／福祉公安委
員会県内調査。県北・県中・相
双地区の警察本部および署・児
童福祉施設・介護施設・県立医
科大学・心のケアセンター・南
相馬市立病院などを調査。南相
馬市立病院の医師が「救える命
を救えない現実がある。」と苦悩
する医療の厳しさをとくに訴え
る。医師や看護師などの確保と
県北との連携が急務だ。
────────────

5月13日／第50回福島県障が
い者総合体育大会出席。5月か
ら私が後援会会長を務めさせて
いただくことになった、県立盲
学校・聾学校福島分校も出場、
選手宣誓を行い、素晴らしく大
きな拍手をいただいた。参加選
手を激励をして回り、あらためて
県民の全てが安心して未来を拓
くことができる郷土を作らなけれ
ばならない、と思った。
────────────

5月15日～ 17日／福祉公安委
員会県内調査。会津・いわき地
区の病院・警察署・仮設敷地内
介護施設・児童福祉施設・海上
警備艇などを調査。特に仮設住
宅敷地に作られた介護施設では、
お年寄りたちの明るく落ち着い
た表情が見られほっとする。何
よりも安全安心と心の平穏が大
切と痛感する。
────────────

5月25日／子育て・健康・医療
対策特別委員会。6月県議会で
知事に中間報告を行い、早急に

県営あづま球場のスコアボード
フルカラーに

医大に最先端画像装置導入

放射能の影響への警戒から、
外遊びができない子どもたち
のために、4団体の支援で新し
い屋内遊び場が4つできまし
た。夏休み、思いっきり遊んで
ください。でも、宿題を涼しい
うちにすませてからね。

子どもの屋内遊び場新設

かねてから検討されていた県
警本部独立庁舎の基本方針が
決まりました。庁舎は、耐震性
と警備面を重視し、相談窓口
などを利用する県民にもわか
りやすく便利な機能を備えま
す。また、大規模災害時には、
国・県・県警・消防・自衛隊など
が一体となって対応できる危
機管理拠点を併設することも
検討中。完成はH29年度。建設
場所は、県庁東分庁舎か県庁
駐車場の予定です。

県警本部独立庁舎
基本計画決定

　
3月30日／第65回ＪＡ福島県青
年連盟大会総会に出席。若い農
業後継者のリーダー達が、これ
からの福島農業の復興・発展を
誓い、将来に向けた決意を披露
した。心強く感じるとともに大震
災の爪痕の深さも痛感。昨年の
「米安心宣言」後の混乱（セシウ
ムの高い米が検査の結果見つ
かった）を繰り返してはならない
と強く思う。検査体制を強化し、
風評被害の払拭を確実に実現し
ていきたい。
────────────

4月4日／県議会自民党議員会
と参議院自民党政審会復興委員
会に出席。県内医療機関、特に
浜通り地区の医師・看護師不足
について議論。人手不足からベッ
トはあるが入院患者を受け入れ
られない現実。比較的長期（半
年～2年）での医師・看護師派
遣制度を作ることを要望。また、
老人施設の介護士不足も同様の
制度創設を要望した。
────────────

4月10日／福島倫理法人会モー
ニングセミナーで、県政報告。今
年度福島県当初予算とこれから
の福島市を中心とした県北地方
の将来像について説明。特に除
染・原発・健康（甲状腺検査やホー
ルボディカウンター検査など）・
県立医科大学構想・県警本部独
立庁舎・東北中央自動車道計画
について報告。4月22日、水保
地区県政報告会でも同様の報告
を行った。皆さんと郷土の将来
像を共有していきたい。
────────────

4月12日／福島県商工会青年部
との政策懇談会に出席。大震災・
原発事故の深刻な影響を受けた

実行するべき施策の要望を確認。
各委員から要望事項を聴取した。
その結果、子どもの健康調査の
スピードアップや食品検査体制の
早期充実などが出た。
────────────

7月13日／福祉公安委員会とし
て政府要望。甚野委員長と共に

厚生労働省、警察庁を訪問。厚
労省では保険局長・雇用均等児
童家庭局長・健康局長・食品安
全部長・老健局長、また警察庁
では人事課長・会計課長に直接
要望を説明。皆さんは何度も福
島県に入って実情を把握してい
た。有意義な話し合いだった。
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